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地域の関係者…羽後高校教諭（A氏）　　市町村担当者：羽後町役場：担当職員（B氏）

利用者家族…Rさん母（C氏）　　　　

グループホーム管理者：渡部　　　　　　　　サビ管：由利

【１】施設等やサービスの透明性・質の確保について

１．利用者の日常生活の様子について

・質疑応答

２．経営状況の報告

・質疑応答

【２】施設等と地域との連携

１．地域との関わり

・質疑応答

２．近隣からの苦情等

・質疑応答

３．地域行事

・質疑応答

【３】利用者の権利擁護

１．虐待、事故、ヒヤリハットの報告

・質疑応答

２．支援者の様子

・質疑応答

【4】その他

・質疑応答

地域連携推進会議録

記録者世話人

出
席
者
名

令和7年　3月18日（火）　１０：００～１１：３０

　　　　　　５　名

管理者
サービス管理

責任者 生活支援員



【１】施設等やサービスの透明性・質の確保について

１．利用者の日常生活の様子について

・障害のサービスを利用するにあたり、個々に担当の相談支援専門員という方が付いています。

その担当の相談員の方が立てたサービス等利用計画をもとに、サービス管理責任者が個別支援

計画を立てています。ご利用者それぞれがどのような目標をもってホームで生活していきたい

かを盛り込み計画に沿って支援させていただいています。日中サービス支援型共同生活援助では

本来24時間サービスを提供するグループホームですが、その方の生活スタイルや今までの生活歴、

こだわりなどから日中は家からどこかへ通うことで生活の張りをもって過ごせる方もおり、そういった

場合は、他事業所と連携しほかの日中サービスを利用しながらホームを利用していただいています。

・ほとんどの方は、生まれてからずっと家庭で育ち当たり前のように家が生活の場として来ている為、

何らかの理由で当ホームのような福祉サービスを利用せざるを得ない場面になり、理解が追い付かず

不安定になる方も多くおります。そういった場合は、無理せずその方のペースに合わせ安心して暮ら

していける場所と認識していただけるまでゆっくりと関わりながら支援しています。

〇質疑応答

（担当職員より）…現在のグループホームの利用者は何名？

（サビ管より）…現在8名になりました。今月、2名の方が体験利用を予定しており、マッチングできれば

　　　　　　　　　10名の定員ですので満床となります。

（B氏より）…今年で設立から4年ですが、今年入って業績があがったのは何かあってですか？

（サビ管より）…今までも相談員の方々へ空き状況などの情報は伝えていましたがなかなか入所の

　　　　　　　　　利用希望へはつながらず、繋がりのあった秋田市基幹相談支援センターへ相談した

　　　　　　　　　ところ、秋田市で行われる相談支援部会で事業所紹介を行ってみてはとお声がけを

　　　　　　　　　いただき参加してきました。その甲斐あって、秋田市からもお話をいただいたり、それ

　　　　　　　　　を機に羽後町界隈からも利用のお話をいただき、一時期は短期入所も1か月満床の

　　　　　　　　　月もありました。

２．経営状況の報告

・当ホームは、今年が設立4年目となりますが、4月当初は入所者5名となかなか満床にならない状況

が続いていました。現在は、先ほどもお伝えした通り、3月現在で8名の入所利用となっており2名の方

の体験利用を予定しており、マッチングできれば満床となります。

・共同生活援助のほか、短期入所事業も1床あり、随時受け入れしています。短期入所事業についても

令和5年度まではほぼ利用がない状況でしたが、今年度になり利用が増え、6月、7月は空きがない状

況にまでなりました。現在は1か月に空いている日もありますが、定期的に利用していただいている方も

おり、徐々に安定してきています。

〇質疑応答…特になし



【2】施設等と地域との連携

１．地域との関わり

・当ホームの設立時期が、ちょうどコロナ禍だったこともあり、なかなか地域との関わりが難しい状況が

続いていました。昨年度の評価会にて、出席された相談支援専門員より、以前羽後高校さんのほうで

ボランティア活動を行っていた記事を見たあことがあるとの情報をいただき、今年度羽後高校担当職員

の方へご連絡させていただいたところでした。お話しさせていただく中で以前高校さんでもペット

ボトルキャプの回収を行っていたとのことで、それを再開しホームでお預かりし企業さんへ納品すること

としました。おかげさまで今までは1年で4キロちょっとの納品でしたが、今年は１７．８キロと4倍となり

納品に行った利用者もとても満足されていました。ご協力いただき、ありがとうございました。また来年度

については新しいことに取り組めるよう、検討していきたいです。

〇質疑応答

（B氏より）…今までの話の内容から、利用者の状況を見て安定してきたら様々なことに取り組むこと

は理解できますが、今後も新規で利用者が増える中でそれはエンドレスではないか。そのあたりの検討

が必要かもしれません。来年度から新しいことに取り組むとのことだったので、そのあたりをホームとして

検討してもらえればと思います。地域のごみ拾いを一緒にやったりしてなかったですか？

（管理者より）…地域のごみ拾いには参加できていないのですが、そのあとに独自で近隣をごみ拾いさ

　　　　　　　　　　せていただいています。羽後高校さんでごみ拾いをやってなかったでしたか？

（A氏より）…やっています。来年もやると思います。

（管理者より）…それに参加させていただくのは、可能ですか？

（A氏より）…大丈夫だと思います。予定がわかったら、ご連絡します。

２．近隣からの苦情等

・今年度までは、特にホームへ苦情は届いていません。併せて、認知も進んでいないと思われますので

今後は少しずつ地域住民の方々と関わる機会を設けられる様、検討していきたいと思います。

〇質疑応答…特になし

３．地域行事

・西馬音内盆踊りなど、近隣で大きな行事はありますが、夜間に行われることからなかなか利用者が

参加できるまでに至っていません。1月に行われる花嫁道中は、参加できる利用者は限られますが、

沿道にて一緒にお祝いすることができました。他にも、近隣で様々な行事等が行われているので、

どのようにしたら参加できるのかを検討していきたいです。

〇質疑応答

（管理者より）…羽後町で何か行っていることはありますか？

（B氏より）…未来の学校というのがあり、職場体験ではないが幼児を対象に仕事をすると

　　　　　　　　　　　　　対価を得られる体験する場を設けています。



（サビ管より）…ホームを利用している利用者の中に、仕事をしたいという目標を持っている方がいる

　　　　　　　　　方はいますが、仕事をしていくために必要な概念やスキルが身についておらず、なか

　　　　　　　　　なかホームで伝えられない状況ではあるので、そういった場に一緒に参加することで

　　　　　　　　　イメージが掴めるかもしれないので、ぜひ一緒に参加させていただきたい。

【3】利用者の権利擁護

１．虐待、事故、ヒヤリハットの報告

・（虐待）…報告なし　　（事故報告）…報告なし　　（ヒヤリハット）3件

他、短期入所の利用者の私物の渡し忘れ等についてもヒヤリハットになるのではとの話もしており、

今後は、そういったケースも挙げていきながらスタッフに周知していきたい。

（B氏より）…ヒヤリハット3件は、どのような報告ですか？

（管理者より）…1件は、短期入所利用者の服薬で利用の際に風邪薬を持参しており、その薬は配薬

　　　　　　　　　　しましたが定期薬を配薬することを忘れて、スタッフが後から気づき配薬しなおしたケー

　　　　　　　　　スで、服薬はできていたのでヒヤリハットに挙げています。もう1件は、スタッフが配薬の

　　　　　　　　　入れ物から薬を取り出す際に違う利用者の薬を取り出し飲ませようと袋をあけてしまっ

　　　　　　　　　たのですが、利用者のほうが服用する前に気づき大事にいたらなかったケースです。

　　　　　　　　　最後の一つは、配薬する際に配薬するスタッフ、チェックするスタッフとダブルチェックの

　　　　　　　　　体制をとっているのですが、夜勤者が服薬しようとした際に朝食後の薬が2袋あることに

　　　　　　　　　気づき、報告を受け、ダブルチェックが機能していなかったことからヒヤリハットに挙げて

　　　　　　　　　います。それ以外に、現在ホームを利用されている方のほとんどが服薬を行っており、

　　　　　　　　　今まで何度も粉薬が袋に少量残っていたり飲ませる際にこぼしてしまったりすることが

　　　　　　　　　あり、飲み残し・こぼしの報告書を独自に作成しています。その効果もあってか、現在は

　　　　　　　　　そういった状況は少なくなりました。　　　　　　　　

（B氏より）…利用者が気付いて未然に防げたヒヤリハットは、もしかすると大事故に繋が

　　　　　　　　　っていたかもしれないんですよね。今後は、気を付けていただきたいです。

２．支援者の様子

・現在、管理者1名、サビ管1名、生活支援員2名、世話人6名、アルバイト3名の体制で日勤・夜勤の

2交代制で支援させていただいています。コロナ禍も落ち着いてきており、ようやく外部研修にも参加

できるようになってきています。今年度は、強度行動障害の研修に参加し修了者1名、サビ管研修

の基礎研修に1名参加しています。また、虐待防止の研修にも参加し伝達研修を行いながら、虐待

の認識を高め、防止に努めています。日々変化のある場面での支援になりますので、都度振り返りを

しながら適切な対応ができるよう、今後もスタッフ間で連携を図っていきたいと思っています。

〇質疑応答…特になし



【４】その他

（C氏より）…選挙についてですが、息子に選挙権はあるものの自分の意志で選ぶこと

ができない人は、どのような対応になりますか？

（B氏より）…ご本人の指差しがあれば、代替で行うことは可能です。その際、家族のメモ

等で立候補者を選ぶことはできません。

（管理者より）…羽後高校さんで、競歩大会は現在も行っていますか？

（A氏より）…はい。やっています。お話をいただいたとき、何か一緒にでき

ないかなと考えた時に強歩大会の給水のお手伝いをしていただくことは可能ではないかと考えていました。

（管理者より）…とても良いお話なので、来年度は参加する方向で検討していきたい。

（由利より）…来年度の地域連携推進会議に向けてご相談ですが、会議の議題例にあった障害について

のレクチャーは今後入れていったほうがいいですか？

（B氏より）…羽後高校さんもそうですが、障害の分野で理解を得るために地域の方が参加するとす

れば必要になるかと思います。

（管理者より）…今年度は、評価会の代わりに来年度義務化になる地域連携推進会議を行い、会議を

振り返り必要なところを足しながら来年度が有意義なものにできるよう検討していきたい

と思っています。本日は、お忙しい中ご参加いただき、ありがとうございました。今後とも

よろしくお願いいたします。
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